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1

どこが
危険？ どこが

安全？



←平成２９年５月発行保存版の防災マップ。
　ハザードエリアをお知らせしています。
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程度の差こそあれ、

まずは、
大きく２つに
わかれるね！



（平成13年国土交通省告示第332号に基づいて策定された「大阪府土砂災害防止法基礎調査マニュアル」から）

がけの場合

（50mを超えるときは50ｍ）
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レッドゾーンの
決まり方は、
次のページで！



（平成13年国土交通省告示第332号に基づいて策定された「大阪府土砂災害防止法基礎調査マニュアル」から）

土石が建物に作用する力一般的な木造家屋が衝撃に
耐えられる力

※ＰとＦの算定式は告示に明記されています。

が より （ ＞ ）と、家は土石に耐えられる　　　家は壊れない

が より （ ＜ ）と、家は土石に耐えられない　

＜ の場所が、 に指定されます
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土石の力に家が土石の力に家が耐えられる

＜
=

＞

がけに近いほどＦが大きいがけから遠ざかるほどＦが小さくなる
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逃げる？
逃げない？

避
難
所
に

行
く
？

お
う
ち
に

い
る
？
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この、約8.7％の
建ての家屋は、

ちょっと注意が必要です。

箕面市では、木造 建ての家屋が約8.7％あります。
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※箕面市には、土石流の高さが
　2.5ｍを越える場所はありません。



１階窓から
土砂が流れ込む
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土石流の
場合
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30度

30度

流域面積
５k㎡以下

土地の勾配が
２度以上

分散角60度

著しい危害のおそれのある土地

＜
土石が建物に
作用する力

一般的な木造家屋が
衝撃に耐えられる力

家が倒壊する



イエローゾーンの端

イエローゾーンの端

輪切りにして
横から見た図
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シミュレーションで
出された土石流の想定

※扇状地などで、土石流の流路が不明瞭な場合は、「レジーム型の式」
　によって「流下幅」が算定されています。

レジーム型の式による流下幅Ｂの算定イメージ



それぞれの横断測線上の
同じ深さの場所をつないで、
土石流の高さを想定
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土石流の最大の高さ

イエローゾーンの端

イエローゾーンの端

流下幅以外の場所も
土石流が散らかる可能性がある

2.5m
0.5m

1.5m



0.5m

1.0m

1.5m

2.0m

2.5m

平屋建てでも安全

２階建ては安全

平屋建ては危険

0m

※箕面市では2.5m以上は
ありません
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土石流の
高さ
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安全と言われても
１人で家にいるのは
不安で・・・
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災害の種別ごとに色を分けて、レッドゾーンと
イエローゾーンを示していました。
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※箕面市では、止々呂美地域の一部にあります
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072-724-6750
072-724-6376
bousai@maple.city.minoh.lg.jp


